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自己紹介
❖ 1975年生まれ東京都足立区出身

❖ コンピュータと数学でなんでもやる数理工学を専攻

❖ 修士終了後、創業間もない（株）いい生活に就職

❖ Javaを使ったWebアプリ開発

❖ 3年弱で会社を辞めて、現在の勤め先（東大先端研）に博士課程の学生
として復学

❖ バイオインフォマティクス（生命情報科学）

❖ 42才ですが、人生の次の一手を模索中です



本とWeb

https://www.udemy.com/python-jp/



本日の目次
❖ BPStudy#121～地に足をつけて学ぶ機械学習、データサ
イエンスの再放送（一部内容を変更）

❖ データサイエンスとその必要性

❖ Pythonの役割

❖ 汎用言語でデータ解析

❖ 解析の再現性とオープンソース



データサイエンスとは？



データ駆動型サイエンス



サイエンス

仮説

データ

データを解析して
仮説を検証

仮説を証明するために、
実験や観測によってデータを収集

普遍的な原理



たとえば

バネにかかる力

バ
ネ
の
伸
び

フックの法則
F = -k x



DNA配列だと

❖ ヒトの細胞には、約30億文字
分のDNA情報が格納されてい
る

❖ これが最近の装置の進歩によっ
て1週間弱で解読可能

❖ 100人分やったら、3,000億文字

https://jp.illumina.com/systems/sequencing-platforms/hiseq-2500.html



とにかくビッグデータ
❖ ヒッグス粒子の発見

❖ データ解析にはPythonが
使われたらしい

❖ Web上のお客さんの行動履歴

❖ IoT
❖ 地理情報を含む行動履歴

❖ エネルギー消費量



データサイエンスの必要性

データ 普遍的な何か



データサイエンスの実際

データの収集と前処理

統計解析
機械学習

後処理と次の計画
• データの形式の違い（CSV, Excel, DB…)

• Webスクレイピング（通信とデータの整形）
• 欠損値や異常値の検出と処理

汎用言語でデータサイエンスを実践する意味は大きい

• 完成品のWebアプリ化



Python急成長の真相



IEEE Spectrum

http://spectrum.ieee.org/static/interactive-the-top-programming-languages-2017



Stack Overflow

https://stackoverflow.blog/2017/09/06/incredible-growth-python/?cb=1



いくつかの選択肢
❖ SAS (www.sas.com)

❖ BIツールの代表格

❖ Mathematica（www.wolfram.com）

❖ 天才ウルフラムが作った老舗数式処理ソフト

❖ Matlab (jp.mathworks.com)
❖ 数値シミュレーションなどに利用されている

❖ R
❖ オープンソースのデータ解析専用言語

❖ Python
❖ この中では唯一、オープンかつ汎用



Pythonはglue（のり）言語



Anacondaがおすすめ！

❖ Continuum Analytics社が配布
するPython

❖ 標準のPythonにcondaをはじ
めとして多くの外部ライブラ
リ（データ解析用が中心）
を同梱

❖ 無料

❖ データ解析環境の構築に最適
https://www.continuum.io



RとPython

http://www.datasciencecentral.com/profiles/blogs/python-overtakes-r-for-data-science-and-machine-learning

Python data science

R data science

過去3年間のGoogle Trendsのデータ

データサイエンス自体が伸びているので、もちろんRも中心的な存在



jupyter notebook

エクセルファイルをpandasの
DataFrameとして読み込んで、

ヒストグラムを描く



ペアプロットを描く。なんか、データが1つおかしそう・・・



RとPython

https://www.dataquest.io/blog/python-vs-r/



http://www.wolfram.com/language/fast-introduction-for-programmers/ja/notebook-documents/

Mathematicaで使われるWolfram言語のドキュメントより



Pythonが台風の目に

❖ Pythonとそれを支えるデータサイエンスのエコシステム
は、良いものをどんどん取り入れ進化が加速

❖ もちろん、それぞれの特技はある

❖ たとえば、Rは統計に強い



マニアックな統計関数

R Python

Kolmogorov–Smirnov検定 ○ scipy.stats

Shapiro-Wilk検定 ○ scipy.stats

Hosmer-Lemeshow検定 ResourceSelection ?

適切なツールを選べる知識と柔軟性が重要（だと思う）



サイエンスと再現性



本当にあった怖い話
❖ 2006年、名門Nature Medicine誌に、1本の論文が掲載される

❖ 抗がん剤の効きを、細胞株（試験管で培養できる細胞）のデー
タを使って予測できるとする当時としては画期的な内容

❖ 教授にこの論文の再現を命じられる私



なにかおかしい・・・

❖ データ解析だけの論文だが、複雑な計算方法の詳細が書
かれていない

❖ 業界の常識的な方法論でいろいろ試してみる

❖ まったく再現しない・・・

❖ 世界中の研究者が疑いはじめる



全部うそ



再現性とオープンなこと
❖ データサイエンスと言うからには、再現性が必要

❖ もちろん、ビジネスの現場でも

❖ 解析を完全に再現するには、オープンな基盤は重要

❖ Pythonが果たす役割

❖ オープンサイエンスという試みが世界的に動き出している

❖ STAP細胞ってあるんですかね？



まとめ
❖ データサイエンスはデータ駆動型サイエンス

❖ 大量データを巧みに処理して真理を探究

❖ 前処理負担が重いので、汎用言語が役に立つ

❖ データの整形やスクレイピング、Webアプリ化など

❖ 再現性は重要

❖ オープンな環境がそれを支える



ご静聴ありがとうございました


